
各重点分野と戦略展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

重点分野見直し検討のたたき台（案） 

環境保全 

 

 

新エネルギー 

高断熱・

高気 密 住 宅 

多様な資源や技術の蓄積があり、地域の特色

を活かした事業の創出が期待できる分野 
本道に優位性があり、市場の成長も期 

待できる分野 

道内に技術シーズや取組の芽はあるものの未だ十分な競争力を有してはい

ない、しかし、今後市場としての成長が見込まれ、関連する需要も幅広く道

内企業の参入拡大が期待できる分野 

省エネルギー関連 次世代自動車関連 

バイオマス 
（リサイクル・エネルギー） 

現戦略における重点分野

と戦略展開 

 

 スマートコミュニティ関連 

（仮） 
 

 

リサイクル関連（仮） 

省エネルギー関連（仮） 

■ 各分野における取組が進む一方、新エネ、

高断熱・高気密住宅のほか複数分野を組み合

わせたスマートコミュニティ関連の取組が

拡大 

■ 次世代自動車関連分野における取組は少

ない状況だが、今後スマートコミュニティに

関連する要素として進めていくことで、

EV・FCVを含め普及につながることが期待 

■ 水素関連ビジネスは、再生可能エネルギー

を活用した実証が進められるなど、今後事業

展開の促進が期待され、またスマートコミュ

ニティ構築に向けた核となる要素技術とな

り得る 

 

 

■ バイオマス分野では、道内各地域で様々な

取組が進む一方、収益性のあるビジネスモデ

ルの構築や事業化に課題 

■ 環境保全分野では、安定した原材料の入手

や販路の確保、バージン原料との差別化など、

リサイクル製品の事業化に課題 

■ 「事業化」をキーワードに、上記２分野を

統合し、今後、バイオマスを含む循環資源を

用いたリサイクル製品を軌道に乗せるための

取組を集中的に実施することにより、事業化

の動きが加速化することが期待される 

 

■ H27.7に決定した国の長期エネルギー需給見通しでは、徹底した省エネにより 2030年段階

で最終エネルギー消費量を基準年比で 13%削減するとの考えが示され、関連市場の拡大が期待 

■ 北海道の特性を活かし、産学官や企業間連携による技術開発や製品づくりの一層の促進が必要 

■ 更なる省エネの取組強化を念頭に、道内事業者の参入促進や市場の活発化を見据えた戦略を検

討する必要あり 

 

 

 

 見直しの考え方たたき台 
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